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12
月
27
日
、
村
役
場
村
長
室
で
秋
の
叙

勲
伝
達
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

柾
切
澤
弘
明
さ
ん
（
78
）
＝
二
ツ
家
＝
が

出
席
。
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
喜
び
を
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
式
の
中
で
柾
切
澤
さ
ん
は
、「
行
政
の
基

礎
と
な
る
信
頼
関
係
が
第
一
と
心
が
け
て

き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
家
族
な
ど

の
協
力
に
よ
り
長
年
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、

統
計
思
想
の
普
及
に
尽
力

柾
切
澤
弘
明
さ
ん
に
藍
綬
褒
章

伊
保
内
さ
ん
が
文
科
大
臣
賞
を
受
賞

賞
状
を
手
に
す
る
柾
切
澤
さ
ん
㊧

こ
れ
が
受
章
に
つ
な
が
っ
た
と
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
感

謝
の
言
葉
を
口
に
し
ま
し
た
。

　

柾
切
澤
さ
ん
は
、
統
計
調
査
や
国
勢
調

査
の
調
査
員
と
し
て
、
統
計
思
想
の
普
及

に
尽
力
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
昭
和

40
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の
11
回
連
続
で

従
事
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
、

農
林
水
産
大
臣
表
彰
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
小
中
学
校
や
保
育
園
の
歯
科
医

と
し
て
も
活
躍
す
る
、
伊
保
内
歯
科
医
院

の
伊
保
内
利
一
医
院
長
（
70
）
＝
伊
保
内

上
＝
が
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
伊
保
内
さ
ん
は
、「
歯
科
検
診

な
ど
を
通
し
て
、
児
童
や
生
徒
の
健
康
増

進
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
保
内
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
４
月
か
ら

現
在
ま
で
の
39
年
間
、
学
校
歯
科
医
と
し

て
健
康
診
断
や
健
康
教
育
へ
の
助
言
指
導

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
年
村
内
の
各
小
学
校
で
歯
科
保
健
講
話

な
ど
の
啓
蒙
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
に
は
、
岩
手
県
教
育
表
彰
や
国
民

健
康
保
険
知
事
表
彰
な
ど
も
受
賞
し
て
い

ま
す
。
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歯
の
大
切
さ
を
助
言
指
導

伊
保
内
利
一
さ
ん
文
部
科
学
大
臣
賞
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News & Information

芸術祭賞に山谷徠斗さん
　

第
72
回
岩
手
芸
術
祭
で
、
山

谷
徠ら
い
と斗
さ
ん
（
長
興
寺
小
2
年
）

の
『
ザ
リ
ガ
ニ
家
ぞ
く
』
が
最

上
位
の
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
授
業
の
時
間

を
使
っ
て
作
製
。
1
週
間
程
で

作
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ

ク
ラ
な
ど
の
野
菜
の
断
面
で
、

模
様
を
つ
け
る
手
法
な
ど
も
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
品
『
ザ
リ
ガ
ニ
家
ぞ
く
』

賞
状
を
手
に
す
る
山
谷
さ
ん

　

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

（
村
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
ほ
か

主
催
）
が
行
わ
れ
、
橋
本
倖こ
う
せ
い生

さ
ん
（
戸
田
小
６
年
）
の
作
品

『
令
和
こ
そ
無
事
故
へ
ト
ラ
イ
九

戸
村
』
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
村
内
か
ら
は
１
０
６

点
の
応
募
が
あ
り
、
17
点
が
優

秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
（
同
）
で
は
、
九
戸
中
学
校

３
年
の
小
沼
玖た
ま
え慧
さ
ん
が
応
募

し
た
作
品
『
ま
ぁ
い
い
か
そ
の

一
瞬
が
狙
わ
れ
る
』
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
村
内
か

ら
１
０
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

17
点
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
非
行
防

止
と
健
全
育
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

健康ポスター

受
賞
し
た
橋
本
さ
ん
㊤
と
小
沼
さ
ん

　

令
和
元
年
度
歯
・
口
の
健
康

に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
林
そ
の
美
さ
ん

（
江
刺
家
小
４
年
）
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら

２
０
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
中
か
ら
優
秀
賞
が
11
点
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
林
さ
ん
は
、「
全
国
で
優
秀
賞

に
選
ば
れ
て
、と
て
も
嬉
し
か
っ

た
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

林
さ
ん
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー

（
©
日
本
学
校
歯
科
医
会
）

笑
顔
を
見
せ
る
林
さ
ん

税作文で納貯連優秀賞
　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

と
国
税
庁
が
主
催
す
る
、
中
学

生
と
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
和

田
紗さ

き綺
さ
ん
（
九
戸
中
3
年
）

が
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
11
月

29
日
に
は
、
九
戸
中
学
校
で
佐

藤
純
子
校
長
か
ら
和
田
さ
ん
に

賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
田
さ
ん
は
、「
消
費
税
が
一

番
高
い
国
の
国
民
は
、
何
が
幸

せ
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
。
賞
を
も
ら

え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た

と
き
、
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

税
の
作
文
は
、
全
国
か
ら
約

58
万
編
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

賞
状
を
受
け
取
る
和
田
さ
ん

TopicsTopics❻❻

TopicsTopics❺❺

TopicsTopics❹❹

TopicsTopics❸❸

歯と口の 林さんの作品入賞

防犯標語
交通安全・最優秀賞が決定
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■
申
告
が
必
要
な
人
は
？

①
事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
な

ど
）、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
、

一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
次
に
該
当

す
る
人
。

●

勤
務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払

　

報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

　

人
。（
勤
務
先
に
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
）

●

年
末
調
整
を
し
た
給
与
以
外

　

に
、
給
与
収
入
や
事
業
所
得

　
（
農
業
・
営
業
な
ど
）、
不
動

　

産
所
得
、
雑
所
得
、
一
時
所

　

得
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
。

　
申
告
は
、
昨
年
（
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
）
の
所
得

を
計
算
し
、
所
得
税
、
村
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
税
額

を
決
め
る
た
め
に
行
う
大
切
な
手
続
き
で
す
。
村
で
は
申
告
・
納
税

相
談
の
受
け
付
け
を
、
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
3
月
16
日
（
月
）
ま

で
行
い
ま
す
。
事
前
に
必
要
な
書
類
を
準
備
し
て
、
申
告
を
済
ま
せ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
税
）

期　日 地　区　名 会　場 期　日 地　区　名 会　場
2 月 17 日（月）瀬月内、宇堂口、泥の木

村老人福祉
センター
（戸田支所）

3月   4 日（水）荒谷、伊保内上

村山村開発
センター

2月 18 日（火）平内、妻の神、戸田舘の下 3月   5 日（木）二ッ家、鹿島
2月 19 日（水）戸田上、戸田下 3月   6 日（金）伊保内下、小倉
2月 20 日（木）戸田地区申告未済者 3月   8 日（日）休日申告受付日
2 月 21 日（金）田代、柿の木 江刺家

ふるさと
センター
（江刺家支所）

3月   9 日（月）川向
2月 25 日（火）江刺家上、江刺家下 3月 10 日（火）南田
2月 26 日（水）道地、丸木橋、山屋、細屋 3月 11 日（水）伊保内地区申告未済者
2月 27 日（木）江刺家地区申告未済者 3月 12 日（木）村内申告未済者
2月 28 日（金）山根

村山村開発
センター

3月 13 日（金）村内申告未済者
3月   2 日（月）長興寺上、長興寺下 3月 15 日（日）休日申告受付日
3 月   3 日（火）大向、五枚橋、荒田、雪屋 3月 16 日（月）村内申告未済者

所
得
税
と
村
県
民
税
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に

●受付時間： 午前の部（9：00～11：00）　午後の部（１：00～３：00）
※上記の期間中、役場税務会計課窓口での申告相談はできませんのでご了承ください。
※日程の都合が付かない場合は、指定日以外の日でも申告相談を受け付けます。  　　 

令和２年度  申告・納税相談日程表

　

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、

九
戸
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
す
べ
て
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●

前
年
中
に
退
職
な
ど
で
年
末

　

調
整
を
し
て
い
な
い
人
。

③
源
泉
徴
収
票
に
記
載
し
た
控

除
内
容
に
変
更
や
追
加
（
医
療

費
控
除
な
ど
）
が
あ
る
人
。

④
非
課
税
収
入
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
雇
用
保
険
な
ど
）

の
み
の
人
。

⑤
収
入
が
な
か
っ
た
人
。

※
申
告
を
し
な
い
場
合
、
所
得

証
明
書
な
ど
の
交
付
や
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
申
告
が
不
要
な
人

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人
。

▽
前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み

で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、

勤
務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払
報

告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
。

▽
前
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金

の
み
で
、
支
払
者
か
ら
村
に
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出

し
て
い
て
、
各
種
控
除
を
受
け

な
く
て
も
村
県
民
税
が
課
税
さ

れ
な
い
人
。（
65
歳
未
満
で
年

金
収
入
金
額
が
98
万
円
以
下
の

人
、
65
歳
以
上
で
年
金
収
入
金

額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人
）
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■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人

　
確
認
書
類
を
忘
れ
ず
に

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
導
入
に
伴
い
、

平
成
29
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
に
は
、
番
号

法
の
規
定
に
基
づ
き
本
人
確
認

を
し
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
は

番
号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書

類
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
番
号
確
認
書
類

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通

知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
う

ち
い
ず
れ
か
１
つ

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
１

枚
で
番
号
確
認
と
身
元
確
認
が

可
能
で
す
。

2
身
元
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

■
医
療
費
控
除
の
特
例

　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
」
と
い
う
医
療
費
控
除
の

特
例
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
健
康
の
保
持

増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ
の

一
定
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
人
が
、
平
成
31
年
１
月
〜
令

和
元
年
12
月
に
自
分
や
家
族

（
生
計
を
一
に
す
る
も
の
）
が

特
定
一
般
用
医
薬
品
（
ス
イ
ッ

チO
TC

医
薬
品
）
な
ど
を
購

入
し
た
場
合
、
一
定
の
金
額
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
（
実

際
に
支
払
っ
た
購
入
費
用
か
ら

１
万
２
０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
金
額
。
最
高
８
万
８
０
０
０

円
）。

　

ス
イ
ッ
チO

TC

医
薬
品
と

は
、
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
医
療

用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の

事
で
す
。
対
象
商
品
を
購
入
し

た
際
に
は
、
レ
シ
ー
ト
に
対
象

商
品
だ
と
い
う
こ
と
が
表
記
さ

れ
ま
す
。　

　

こ
の
医
療
費
控
除
の
特
例

は
、
現
行
の
医
療
費
控
除
と
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
二
戸
税
務
署
確
定
申
告

　
会
場
は
２
月
17
日
開
設

○
開
設
場
所　

二
戸
税
務
署　

（
１
階
会
議
室
）

○
開
設
期
間　
２
月
17
日
（
月
）

〜
３
月
16
日
（
月
）《
土
、
日

お
よ
び
祝
日
を
除
く
》

○
開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
《
午
後
４
時
前
の
来
場

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
》

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ

さ
い
。
手
引
き
や
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
自
分
で
申
告
書
を
作

成
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①あらかじめ送付されている申告書　申告書が配布された人は、必要事項を記入して持参ください。
　（30年中に村県民税の特別徴収を受けている人や電子申告を行った人には、送付されません）
※利用者識別番号をお持ちの方は、番号を確認できる書類をお持ち下さい。
②本人確認書類　マイナンバーカードは１枚で本人確認ができます。マイナンバーカードを持っていない
　人は、通知カードなどの番号確認書類と運転免許証などの身元確認書類を持参ください。
③必要な書類　▷給与・年金所得がある人…源泉徴収票（源泉徴収票がない場合は、給与明細書や勤務先
　の住所、会社名を調べて持参ください。）　▷事業所得や不動産所得がある人…収支内訳書　▷雑所得、　
　一時所得がある人…所得に係る内容を証明できる書類　▷譲渡所得がある人…契約書
④所得控除に必要な書類　▷社会保険料控除…領収書、控除証明書　▷生命保険料や地震保険料控除…保
　険会社などが発行する証明書　▷医療費控除…領収書　▷障害者控除…障害者手帳など
⑤印鑑（認印可）
⑥所得税の還付申告をする人は、口座番号が分かるもの
⑦所得税の振替納付を希望する人は、口座番号が分かるものと通帳の届出印

書類の作成・申告が 24時間可能

☎
申
告
に
関
す
る
問
い
合
せ

□
九
戸
村
役
場
税
務
会
計
課

　
　
☎
４
２-

２
１
１
１

内
線
２
２
３

□
二
戸
税
務
署

　
　
☎
２
３-

２
７
０
１

e-Tax で申告すると…
　　①　自宅からネットで申告できる
　　②　添付書類の提出省略
　　③　還付がスピーディー
詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。

(www.nta.go.jp)

ネットが便利

申告・納税

申告に必要なもの◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

e-Tax
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《
平
成
30
年
度
》

■
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　

人
件
費
と
は
、
給
料
と
職
員
手

当
（
期
末
・
勤
勉
・
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
・
退
職
な
ど
）
を
合
わ
せ

た
職
員
給
与
費
の
ほ
か
に
、
村
長

や
村
議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
の

給
料
や
報
酬
も
含
め
た
広
い
範
囲

の
経
費
を
い
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
人
件
費
は
表
❶

の
通
り
５
億
３
２
１
３
万
円
で
一

般
会
計
歳
出
額
の
14
・
３
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
給
与
費
の
状
況

は
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

（
下
水
道
・
水
道
を
除
く
）
で
み
る

と
、
表
❷
の
通
り
で
す
。
一
般
職

の
給
料
や
職
員
手
当
な
ど
給
与
費

と
し
て
３
億
４
０
０
６
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
給
料

　
職
員
の
職
種
は
、
一
般
行
政
職
、

年　度 支給総額 職員一人当たりの支給額
平成29年度 5,954千円 86千円
平成30年度 6,077千円 88千円

表❽ 時間外勤務手当

※選挙事務従事者の時間外勤務手当は含まない。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 276,800 円 39歳７カ月
医　療　職 248,500 円 31歳３カ月

表❸ 職員の平均給料月額と平均年齢
（平成31年4月1日現在）

表❶ 人件費の状況（平成30年度一般会計決算より）
●歳出総額　　　　　　37億3,037万円
●人件費が占める割合　14.3％（5億3,213万円）
※人件費には、村長や村議会議員などの特別職の給料、報酬が含まれ
ています。

支給期 期末手当 勤勉手当
6月期 1.30月分 0.925月分
12月期 1.30月分 0.975月分
計 2.60月分 1.90月分

表❼ 期末・勤勉手当の状況（平成31年4月1日現在）

表❹ 初任給の状況（平成31年4月1日現在）
一般行政職
（大学卒）

決定初任給 171,700 円
採用２年経過 188,700 円

一般行政職
（高校卒）

決定初任給 150,600 円
採用２年経過 160,100 円

村
職
員
の
給
与
を
公
表

●給与費総額　　　　　　　●給与費内訳
3億4,006万円
●職員数　　　　　
　69人　
●職員一人当たり
493万円

表❷ 職員給与費の状況（平成31年度一般会計予算より）

※職員手当には、退職手当および児童手当などは含みません。
※職員数には、上下水道の公営企業などの職員は含みません。

医
療
職
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を

示
し
た
も
の
が
表
❸
で
す
。
一
般

行
政
職
の
初
任
給
の
状
況
は
表
❹
、

一
定
年
数
を
経
過
し
た
時
点
で
の

給
料
月
額
は
表
❺
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
給
料
表

　

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ

れ
る
給
料
表
は
、
経
験
年
数
や
責

任
の
度
合
い
に
よ
っ
て
５
級
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
職

務
内
容
と
そ
の
職
員
数
、
構
成
比

は
表
❻
の
通
り
で
す
。

■
職
員
手
当

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
❼
）
…

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る

も
の
で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ

で
す
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
❽
）
…

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務

し
た
職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

区　分 一般行政職
（大学卒）

一般行政職
（高校卒）

10年以上15年未満 226,200 円 215,200 円
20年以上25年未満 － 313,500 円
30年以上35年未満 387,100 円 368,200 円
※大学卒で 20年以上 25 年未満は該当者なし。

表❺ 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成31年4月1日現在）

※医療職３人を除く、合計 64人

表❻ 一般行政職の級別職員数の状況
（平成31年4月1日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 計
標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主任 課長補佐

主査
課長
課長補佐 -

職員数
（人） 23 13 10 10 ９ 65

構成比
（％） 35.4 20.0 15.4 15.4 13.8 100.0

　
村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
担
う
村
職
員
の
給
与
は
、
村
の
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
村
職
員
の
給
与
な
ど

の
主
な
内
容
と
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給料
2億2,440万円
（66.0％）

期末勤勉手当
8,797万円
（25.9％）

職員手当
2,769万円
（8.1％）
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区　 分 男性
職員

女性
職員 計

育児休業
取得者数 ０人 ２人 ２人

表14 育児休業の利用状況（平成30年度）

処分内容 処分者数
分限処分 ０人
懲戒処分 ０人

表11 分限および懲戒処分の状況（平成30年度）

研　修　名 期間・日数（延べ） 人数

新規採用職員研修（前期・後期）   ７日 ４人

一般職員研修   ９日 ９人

管理者・監督者級等研修   ２日 ２人

専門研修（財務、法規事務など） 13日 10人

表15 職員の研修状況（平成30年度）

▽
扶
養
・
住
居
手
当
（
表
❾
）
…

支
給
内
容
は
表
の
通
り
で
、
国
の

制
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

▽
通
勤
手
当
（
表
❾
）
…
通
勤
の
た

め
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
職
員
に

は
距
離
に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
職
員
数
の
状
況

　

職
員
の
定
数
は
条
例
で
上
限
が

決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
内
容
や
業
務
量
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
な
が
ら
、
適
正
な
配

置
に
努
め
て
い
ま
す
。
村
の
部
門

別
職
員
数
の
状
況
は
表
10
の
通
り

で
す
。

■
特
別
職
等
の
報
酬
な
ど（
表
12
）

　

特
別
職
の
う
ち
村
長
、
教
育
長
、

村
議
会
議
員
に
は
給
料
（
報
酬
）
と

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
人
事
管
理

▽
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

（
表
11
）
…
平
成
30
年
度
中
は
処
分

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
職
員
の
休
暇
状
況
（
表
13
・
14
）

…
職
員
の
休
暇
に
は
年
次
や
育
児

休
業
の
ほ
か
、
病
気
・
結
婚
休
暇

な
ど
の
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
職
員
の
研
修
状
況
（
表
15
）
…

研
修
に
職
員
を
派
遣
し
、
資
質
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
職
員
の
健
診
受
診
状
況
（
表
16
）

…
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の

健
康
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

区　　　　分 対象職員数 受診者数 受診率
生活習慣病予防健診
・胸部Ｘ線検診 73 人 66 人 90.4％

表16 職員の健康診断の状況（平成30年度）

※特別職を含む。

総付与
日　数

総使用
日　数

対　象
職員数

平均使用
日 数 消化率

2,186 日 828 日 58 人 14.3 日 37.9％

表13 一般職員の年次有給休暇使用状況（平成30年中）

※新規採用職員、途中退職者、育児休暇取得者を除く。
表10 部門別職員数の状況（平成31年4月1日現在）

部　門 平成30年 平成31年 前年度比

一般行政

議　 会 2 2 ±0
総　 務 15 15 ±0
税　 務 6 6 ±0
農林水産 9 9 ±0
商　 工 1 1 ±0
土 木 5 5 ±0
民 生 16 16 ±0
衛 生 4 5 ＋1
小 計 58 59 ＋1

特別行政 教 育 6 7 ＋1
小 計 6 7 ＋1

公営企業

国 保 3 3 ±0
下 水 道 2 2 ±0
水 道 2 2 ±0
小 計 7 7 ±0

合　計 71 73 ＋2

区分 九戸村の内容

扶養
手当

配偶者 6,500円
子 10,000円
父母など 6,500円
16 歳から 22 歳までの子
（１人につき） 5,000円加算

住居
手当

借家・借間は家賃に応じて27,000円を限度に
支給

通勤
手当

交通機関利用者 運賃相当額50,000円を
限度に支給

交通用具使用者
通勤距離２km以上の者
に、1,600円から12,900円
の範囲で距離に応じて支給

表❾ 扶養・住居・通勤手当（平成31年4月1日現在）
区　分 給料・報酬月額 期末手当
村　長 610,000円

支給割合
【６月期】1.675 月分
【12月期】1.723 月分
【　計　】  3.40月分

教育長 500,000円
議　長 230,000円
副議長 182,000円
議　員 165,000円

表12 特別職等の報酬などの状況（平成31年4月1日現在）

※平成 28年７月１日～、村長 500,000 円 教育長 450,000 円。
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国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

≲
加
入
状
況
≳

　

平
成
30
年
度
の
平
均
加
入
世

帯
数
は
９
５
０
世
帯
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

37
世
帯
減
少
し
、
ま
た
平
均

加
入
者
（
被
保
険
者
）
数
は
、

１
６
７
８
人
で
、
前
年
度
よ
り

73
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

村
全
体
の
世
帯
数
に
占
め
る

国
保
世
帯
の
割
合
は
44
％
。
総

人
口
に
占
め
る
国
保
加
入
者
の

割
合
は
28
％
と
な
っ
て
お
り
、

国
保
世
帯
数
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
２
％
減
少
し

て
い
ま
す
。

≲
収
支
状
況
≳

　

平
成
30
年
度
国
保
会
計
の
歳

入
総
額
は
６
億
２
９
３
８
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
１
億
８
９
７
９
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
歳
出
総
額

は
６
億
２
９
２
８
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
１
億
８
９
８
３
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
金
額
は
10
万
円
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
年
度
繰
越
金
と

基
金
繰
入
金
を
差
し
引
い
た
単

年
度
に
お
け
る
収
支
額
は
、

１
１
４
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
赤
字

補
て
ん
の
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
６
３
６
万
円
を
繰
り
入
れ
て

お
り
、
厳
し
い
収
支
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班

☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

4.5

5.0

5.5

6.0 退職
一般

3029282726

5億
3,633 万円

5億
2,319 万円

5億
2,393 万円

5億
5,322 万円

4億
9,825 万円

4,450 万円 5,314 万円
2,065 万円 1,423 万円

298 万円

（億円）

（年度）0

●国保加入者の総医療費
（療養の給付および療養費）

0

1300

1500

1700

1900

2100
退職
一般

3029282726

（人）

（年度）

127 人
100 人

61 人 36 人 11 人

1,888 人 1,822 人 1,759 人 1,715 人 1,678 人

●国保加入者の推移

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
み
ん
な
で
出
し
合
っ
た
お
金
（
国

保
税
）
を
加
入
者
が
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
医
療
給
付
費
へ
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。
国
保
の
事
業
は
、
岩
手
県
と
村
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
国
保
財
政
に
は
、
ゆ
と
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
保
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が

必
要
で
す
。
今
月
は
平
成
30
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国保税
1億1,924万円
（19.0％）

繰越金
６万円
（0.01％）
その他
141万円
（0.2％）

県支出金
4億3,723万円
（69.5％）

一般会計繰入金
5,999万円
（9.5％）

基金繰入金
1,144万円（1.8％）

自主財源
19.2％

依存財源
80.8％

歳入総額
6億2,938万円

平
成
30
年
度
決
算
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≲
歳
入
≳

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
か
ら

収
め
て
い
た
だ
い
た
国
保

税
は
、
現
年
度
課
税
総
額

１
億
１
９
４
９
万
円
に
対
し
、

収
納
額
は
１
億
１
６
２
２
万
円

と
な
り
、
収
納
率
は
97
％
と
な

り
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
の
収

納
額
３
０
２
万
円
を
合
わ
せ
た

収
納
総
額
は
１
億
１
９
２
４
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と

３
５
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
主
な
歳
入
の
項

目
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

よ
り
国
保
の
運
営
が
県
と
市
町

村
が
共
同
で
運
営
す
る
体
制

に
変
わ
り
、
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
っ
た
た
め
、
前

年
度
ま
で
の
項
目
と
平
成
30
年

度
か
ら
の
項
目
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
ま
で
あ
っ
た
国

庫
支
出
金
や
共
同
事
業
交
付

金
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
な
ど

の
項
目
が
な
く
な
り
、
県
支
出

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
と
同
様
の
歳
入
項
目
の
比

較
と
し
て
は
、
県
支
出
金
が

３
億
９
３
２
１
万
円
増
加
の

４
億
３
７
２
３
万
円
、
前
年
度

繰
越
金
が
５
万
円
増
の
６
万

円
、
村
の
一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
に
対
す
る
繰
入
金
は
、

４
０
１
万
円
増
の
５
９
９
９
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

≲
歳
出
≳

　

一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
（
療
養
の
給
付

と
療
養
費
）
の
総
額
【
患
者
が

負
担
す
る
一
部
負
担
金
（
３

割
な
ど
）
と
村
で
負
担
す
る

分
（
７
割
な
ど
）
を
合
計
し

た
額
】
は
、
５
億
１
２
３
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
、

６
６
２
２
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
国
保
会

計
で
支
払
っ
た
金
額
は
、

３
億
６
２
８
８
万
円
で
前
年
度

よ
り
４
７
３
３
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど

は
前
年
度
よ
り
１
０
２
０
万

円
減
の
４
６
４
６
万
円
、
出

産
育
児
一
時
金
は
増
減
な
し

の
84
万
円
、
葬
祭
費
は
21
万

円
減
の
30
万
円
と
な
り
、
保

険
給
付
費
全
体
で
は
、
前
年

度
よ
り
５
３
９
２
万
円
減
の

４
億
１
５
１
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
の
項
目
に
つ
い
て
も
、

前
年
度
ま
で
の
項
目
と
平
成
30

年
度
か
ら
の
項
目
が
変
わ
っ
て

お
り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

共
同
事
業
拠
出
金
、
介
護
納
付

金
が
な
く
な
り
、
新
た
に
県
に

納
め
る
国
民
健
康
保
険
納
付

金
の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
前
年
度
に

積
み
立
て
た
１
１
４
４
万
円
を

歳
入
に
繰
り
入
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
基
金
積
立
金
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
た
た
め
、
今
後
も
厳

し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

0
28
30
32
34
36
38
40

九戸村
県平均

3029282726

（万円）

（年度）

38 万
999 円37 万

2,972 円36 万
1,017 円

36 万
504 円

34 万
2,441 円

29 万
8,710 円

32 万
4,069 円

29 万
9,219 円29 万

9,859 円28 万
8,246 円

◦被保険者１人当たりの国保税調定額

0

6

7

8

9

九戸村
県平均

3029282726

（万円）

（年度）

8万
2,773 円

8 万
7,181 円

8 万
5,785 円8 万

1,330 円
8 万
3,248 円

7 万
1,189 円7 万

265 円6万
8,726 円6 万

5,279 円
6 万
6,263 円

市町村名
現年度課税一般被保険者

医療費
税　　額 収納率

九戸村 71,189円 97.34％ 298,710円
二戸市 77,902円 95.22％ 343,787円
一戸町 75,819円 96.65％ 368,077円
軽米町 77,238円 96.46％ 334,747円

◦１人当たりの国保税調定額と医療費
（平成30年度）

◦国保加入者１人当たりの医療費

歳出総額
6億2,928万円

保険給付費
4億1,513万円
（64.8％）

後期高齢者支援金
1億7,632万円
（27.5％）

基金積立金
1,144万円
（1.8％）

保険事業費
1,026万円
（1.6％）

総務費
798万円（1.2％）

その他
1,959万円（3.1％）



10

むらのわだい

１月５日、令和２年村消防団出初式が伊保内地区を
会場に行われました。新年で心を新たにした団員195
人が集結。火事のない村になるよう、観閲や分列行進
をして気を引き締めました。団長定例表彰では、１団
体27人が受章しました。（敬称略、丸付き数字は所属）
【竿頭綬】村消防団第14分団【永年勤続功労章】三春
依子 本8、尾友一雄①、橋山敬介②、橋場豊一⑩、小沼
智史⑩、澤口誠⑫、大崎義章⑮【功労章】松本栄子 本  8  、
下村忠志⑩、小井田正浩⑫、奥井竜夫⑫、段下哲也⑭、
竹村諭⑭、大崎真吾⑮【功績章】小松聡純①、小笠原歩①、
橘塁②、大崎淳③、七戸貴利④、斉藤誠一⑦、柳平公明⑦、
笹木康智⑨、下村明⑩、荒田健一⑭、古舘直明⑮【婦
人消防協力隊表彰・功績章】椛木明美❶、皆川かおり❷

機一転  気を引き締め
村消防団出初式心心

－－－ K u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c s －－－

まさざね館前を山本篤団長を先頭に分列行進

受章者代表（左から尾友さん、大崎さん、小松さん）

１月３日、道の駅おりつめ「オドデ館」で、初売りが開かれま
した。今年初めての販売とあって、地域の人や帰省した人などが
多数訪れ、にぎわいました。
　野菜や物産品の販売のほか、餅つき体験や餅のお振舞い、小井
田立体農業研究所提供のホットミルクの試飲などが行われまし
た。また、最高5,000円のお年玉が当たる福引き抽選会では、今
年最初の福を引き当てようと、買い物客が押し寄せました。

力を合わせ綱を引く二代目ちょこじのメンバー

12月8日、村体育センターでちびっ子綱引き大会が開催され
ました。村内の小学校がそれぞれチームを作り、各チームが力を
集結させ、綱引きに取り組みました。
　はじめに予選リーグが行われ、その後決勝トーナメントが行わ
れました。それぞれのチームが優勝目指し奮闘。応援に訪れた保
護者も子どもの励む姿に、大きな声援を上げていました。今回優
勝したチームは、「二代目ちょこじ」（長興寺小）でした。

買いでお年玉ゲット
オドデ館初売り初初

む姿に声援飛び交う
ちびっ子綱引き大会励励

福引きではお年玉のほか多くの商品がプレゼント

観閲をする五枚橋久夫統監
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１月６日、ＨＯＺホールで村新年交賀会が開かれました。
村議員や村内企業・団体の代表など144人が参加。今年の抱
負や村の発展に向けた話題など、意見交換しました。
　交賀会は、いわて県北クリーン株式会社の松本榮市代表取
締役による、乾杯の発声によって始まりました。その後、参
加者はそれぞれの席を巡り歓談。親睦を深め、笑顔が広がっ
た交賀会となりました。

乾杯をし歓談する参加者

交通安全指導隊員㊤と地域安全推進隊員

１月６日、村役場庁舎内で交通安全指導隊初点検式と地域
安全推進隊出動式が開かれました。
　初点検式は、交通安全指導隊の髙﨑信隊長をはじめ、６人
の隊員が五枚橋久夫村長から、服装や身分証などの点検を受
けました。
　また出動式では、地域安全推進隊の尾友元一隊長など４人
が、本村の安全に寄与することを誓いました。

二戸地区合同庁舎で、12月６日に「カシオペアかるた」の寄
贈式が開かれました。寄贈式には、本村と二戸市、一戸町、軽米
町の４市町村の教育長などが出席。カシオペア青年会議所の欠端
惇理事長からかるたが手渡されました。
　かるたは、同会議所の創立50周年記念事業として作製され、
村内の各小学校に寄贈されました。地域の資源を題材に構成され
ており、４市町村の魅力が詰まったかるたとなっています。 かるたを手にする岩渕信毅主事㊧と欠端理事長

１月６日、村山村開発センターで、交通安全祈願祭が執り行
われました。交通安全母の会連合会の会員や一般参加者など、55
人が参加。今年１年、無事故・無違反で生活できるよう、祈願し
ました。
　また祈願祭の席上で、優良運転者に対する表彰式が行われまし
た。受賞者を紹介します。（敬称略）
■二戸地区交通安全協会九戸分会長表彰　下川原千春

市町村の魅力が凝縮
カシオペアかるた寄贈式４４

重な運転心掛けます
交通安全祈願祭慎慎

戸の発展を語り合う
村新年交賀会九九

全のために一致団結
指導隊点検式・推進隊出動式安安

神事を執り行う千葉和彦宮司㊧と参加者
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岑
子

子
に
遠
く
母
な
ほ
遠
く
秋
深
む

小
鳥
来
る
そ
れ
ぞ
れ
好
む
木
の
あ
り
て

小
祠

ほ
こ
ら

の
戸
の
開
き
し
ま
ま
神
の
留
守

人
通
り
さ
け
ゆ
く
道
や
野
紺
菊

大
い
な
る
刈
田
と
な
り
て
鎮
も
れ
り

冬
部　

雪
女

初
御
空
後
光
を
四
方
に
明
け
そ
む
る

「
戸へ

」
の
町
の
交
流
会
や
雪
遊
び

冬
晴
れ
や
千
本
松
の
深
み
ど
り

初
春
や
茶
の
間
に
貼
り
し
神
社
札

冬
晴
や
Ｃ
Ｍ
大
賞
九
戸
村

春
眠
や
瞬
時
の
空
白
時
な
ら
む

ラ
グ
ビ
ー
の
あ
ふ
れ
る
熱
気
テ
レ
ビ
よ
り

舘
村　

青
村

初
空
の
明
け
ゆ
く
村
の
し
じ
ま
か
な

深
閑
と
役
場
辺
り
や
松
の
内

産
土
に
齢
重
ね
し
初
山
河

筆
浸
す
硯

す
ず
り

の
海
や
筆
始
め

【
十
二
月
席
題
詠
よ
り
】

余
裕
な
き
暮
し
向
き
な
り
年
の
内　
　

（
ふ
み
女
）

香
炉
灰
お
ろ
し
整
え
年
用
意

顔
浮
か
ぶ
思
い
を
込
め
て
賀
状
書
く　

（
畦　

畔
）

風
邪
引
く
や
漢
方
処
方
医
師
優
し

庵
訪
え
ば
子
猫
寄
り
く
る
冬
日
和　
　

（
雪　

女
）

短
日
や
横
断
歩
道
小
走
り
で

句
を
紡
ぐ
終つ

い

の
棲
家
や
置
き
こ
た
つ　

（
青　

村
）

世
の
中
の
嘘
や
真
や
年
の
く
れ

む
ら
の
文
芸

第
３
８
１
回

第
３
８
１
回

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

村学童クラブ利用児童募集

村
で
は
、
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間
保
護

者
の
い
な
い
世
帯
の
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、
伊
保
内
小
学
校
の
空
き
教

室
で
学
童
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
利
用
児
童
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
利
用
を
希
望
す
る
人
は
次
の
と
お

り
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

▽
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
（
☎
42
・

２
１
１
１
）
▽
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

41
・
１
２
０
０
）
▽
村
学
童
ク
ラ
ブ
（
☎

42
・
３
５
０
１
）

■
募
集
期
間
【
期
日
厳
守
】

２
月
12
日
㊌
〜
21
日
㊎

■
対
象
児
童

　
労
働
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
世
帯
の
小

学
生
（
定
員
50
人
）

※
利
用
は
低
学
年
を
優
先
し
ま
す
。
ま
た
、
定
員
な
ど
に

よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

■
開
所
時
間

●

平
日
…
下
校
時
〜
午
後
６
時

●

学
校
休
業
日
【
長
期
休
み
・
振
替
休
日
】
…
午
前
８
時

〜
午
後
６
時

●

休
所
日
…
①
日
曜
日
・
祝
祭
日
②
お
盆
（
８
月
13
日
〜

16
日
）
③
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
④
そ
の

ほ
か
必
要
と
認
め
た
日

■
保
育
料

●

月
額
２
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
・
同
時
入
所
第
２

子
以
降
、
一
人
親
世
帯
は
５
割
免
除
）

●

別
途
、
お
や
つ
・
教
材
費
（
月
額
２
５
０
０
円
）、
共

済
保
険
料
（
年
額
１
８
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
村

学
童
ク
ラ
ブ
（
伊
保
内
小
学
校
内
）
の
い
ず
れ
か
で
申
請

書
類
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
む
。

※
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
利
用
し
て
い

る
人
も
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

広報くのへ●2020年（令和2年）2月

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
住

民
主
体
で
考
え
る
「
ご
近
所

す
け
っ
隊
勉
強
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
と
こ
れ
か

ら
の
本
村
の
状
況
に
つ
い
て

情
報
提
供
を
行
い
、
地
域
ご

と
に
ど
ん
な
取
り
組
み
が
必

要
か
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
み
よ
う
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
21
日
に
は
荒
谷
、
二

ツ
家
、
鹿
島
、
伊
保
内
上
、

川
向
地
区
の
住
民
を
対
象
に

荒
谷
地
区
桂
藤
会
館
で
開
催

さ
れ
、
23
人
の
参
加
者
が
座

談
会
を
行
い
ま
し
た
。「
村
役

場
な
ど
か
ら
く
る
文
書
が
難

し
く
、
地
域
の
中
で
教
え
て

く
れ
る
人
が
い
る
と
安
心
」

「
お
か
ず
を
み
ん
な
で
作
っ
て

配
る
の
も
よ
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
13
日
に
は
伊
保
内
下
、

南
田
、
小
倉
地
区
の
住
民
を

対
象
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
21
人
が
座
談

会
に
参
加
し
ま
し
た
。「
地
域

の
役
員
を
担
う
の
が
大
変
な

世
帯
が
増
え
て
き
て
、
班
編

成
の
検
討
が
必
要
」「
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
、
普
段

か
ら
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
の
が
と
て
も
大
切
」

な
ど
の
貴
重
な
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

義
歯
（
入
れ
歯
）
を
ケ
ア

す
る
こ
と
は
、
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎

や
全
身
の
病
気
の
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。
義
歯
の
材
料
で

あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
細

か
い
無
数
の
穴
が
あ
り
、
そ

こ
に
細
菌
が
入
り
込
み
、
歯

周
病
や
口
臭
、
ね
ば
つ
き
な

ど
の
原
因
に
な
る
細
菌
の
塊

（
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
）
を
形
成

し
ま
す
。
歯
周
病
菌
は
全
身

の
病
気
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
食
後
は
義
歯
の
ケ
ア
を

し
ま
し
ょ
う
。

口
の
清
潔
を
保
っ
て
肺
炎
予
防

1
流
水
で
、
食
べ
か
す
を
洗
い

落
と
し
ま
し
ょ
う
。

2
義
歯
専
用
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使

い
、
丁
寧
に
汚
れ
を
落
と
し
、

よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
歯

磨
き
粉
は
義
歯
を
傷
つ
け
る
の

で
使
わ
な
い
。

3
口
の
中
の
歯
、
歯
肉
や
粘
膜

を
、
歯
磨
き
で
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

4
寝
る
前
は
義
歯
洗
浄
剤
を
使

用
し
、
科
学
的
に
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
を
除
去
し
ま
す
。

◆
ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
口
の

中
が
乾
燥
し
、
汚
れ
が
こ
び
り

つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
誤
嚥

性
肺
炎
の
原
因
菌
は
、
舌
や
上

あ
ご
に
多
く
付
着
し
て
い
ま
す
。

舌
や
粘
膜
を
専
用
の
ブ
ラ
シ
で

ケ
ア
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康

な
お
口
を
維
持
す
る
た
め
の
よ

い
循
環
が
で
き
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
①
】

義
歯
の
ケ
ア

【
ポ
イ
ン
ト
②
】

舌
・
粘
膜
の
ケ
ア

1
義
歯
を
は
ず
し
、
歯
を
磨

い
た
後
に
舌
と
粘
膜
の
ケ
ア

を
し
ま
す
。

2
舌
ブ
ラ
シ
は
水
で
し
め
ら

せ
、
舌
の
奥
か
ら
前
へ
な
で

る
よ
う
に
使
い
ま
す
。
強
く

こ
す
る
と
、
舌
を
傷
つ
け
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
水

を
入
れ
た
コ
ッ
プ
で
、
舌
ブ

ラ
シ
を
洗
い
な
が
ら
使
い
ま

し
ょ
う
。

【
お
ま
け
・
早
口
言
葉
】

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
に
、
口
の
動
き
を

よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1
生
麦
・
生
米
・
生
卵

2
隣
の
客
は
よ
く
柿
食
う
客

だ
。

3
隣
の
竹
垣
に
竹
立
て
か
け

た
の
は
、竹
立
て
か
け
た
か
っ

た
の
で
、
竹
立
て
か
け
た
。

3
仕
上
げ
に
う
が
い
を
し
て

汚
れ
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
２
月
８
日
は
長
興
寺
地
区
、

２
月
22
日
に
は
江
刺
家
地
区

を
対
象
に
、「
ご
近
所
す
け
っ

隊
勉
強
会
」
を
開
催
予
定
で

す
。
改
め
て
地
域
ご
と
に
チ

ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
の
自

分
の
地
域
を
住
み
や
す
く
す

る
た
め
に
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
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新
春
書
き
初
め
大
会

  

精
神
集
中
し
筆
走
ら
す

■
特
選

　
古
舘
明め
い
と澄
（
長
興
寺
小
５
年
）

　
古
舘
幸き
ひ
ろ京
（
九
戸
中
３
年
）

　
山
下
須す

ず瑞
（
同
）

■
金
賞

　
髙
倉
亜あ

こ胡
（
戸
田
小
１
年
）

　
髙
倉
ゆ
ず
（
同
３
年
）

　
中
村
萌も

ね音
（
長
興
寺
小
３
年
）

　
大
崎
百も

も

か々香
（
同
）

　
押
切
み
こ
と
（
戸
田
小
４
年
）

　
中
村
海み
ろ
く陸
（
伊
保
内
小
５
年
）

　
上
柿
大た
い
せ
い晟
（
江
刺
家
小
５
年
）

　
小
野
寺
詩し
お
ん温
（
九
戸
中
１
年
）

　
橋
本
く
る
み
（
同
）

■
銀
賞

安
堵
城
心こ
こ
な
々
花（
戸
田
小
３
年
）

野
中
咲さ

ら蘭
（
長
興
寺
小
４
年
）

✿ ✿ 特選受賞作品✿✿
お
手
本
を
見
な
が
ら
書
写
す
る
児
童

古
舘  

明
澄

（
長
興
寺
小
５
年
）

古
舘  

幸
京

（
九
戸
中
３
年
）

　

１
月
５
日
、
新
春
書
き
初
め

大
会
が
、
村
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
村
内
の
小
中
学
生

14
人
が
参
加
し
、
納
得
の
い
く

作
品
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
気
持
ち
を
落
ち
着

け
、
一
文
字
一
文
字
を
大
切
に

筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
入
賞
者
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

山
下  
須
瑞

（
九
戸
中
３
年
）

「
相
撲
起
源
と
甚
句
誕
生
探
る
」

  

相
撲
甚
句
の
魅
力
迫
る

海外派遣で学んだことを一人ずつ発表しました

海
外
派
遣
事
業
報
告
会

  

人
と
の
繋
が
り
を
学
ぶ

相撲甚句「九戸名所」を解説する代表

12
月
26
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

で
村
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
報

告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
派
遣

生
11
人
と
統
導
者
２
人
が
、
五

枚
橋
久
夫
村
長
な
ど
に
11
日
間

の
派
遣
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

派
遣
団
は
、
昨
年
９
月
28
日

か
ら
10
月
８
日
ま
で
の
11
日
間
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
派
遣
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、

12
月
10
日
、
生
涯
学
習
ア
カ

デ
ミ
ー
と
女
性
教
室
の
合
同
講

演
会
「
相
撲
起
源
と
甚
句
誕
生
探

る
」
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
相
撲

甚
句
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

　

南
部
相
撲
甚
句
会
の
４
人
を

講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

会
で
は
、
相
撲
の
始
ま
り
や
相

撲
甚
句
に
ま
つ
わ
る
話
し
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
研
修
内
容
の
報
告

や
派
遣
先
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど

発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
派
遣
生
の
上
村
愛
杏
さ
ん（
伊

保
内
高
２
年
）
は
、「
研
修
を
通

し
て
、
英
語
を
肌
で
感
じ
る
以

上
に
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
支

え
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
学
び
ま
し
た
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
話
し
ま
し
た
。
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学学 校校中中戸戸九九

高高

校校

内内

保保

伊伊

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

Books ❖ 今月のお薦め図書

広報くのへ●2020年（令和2年）2月

　

令
和
元
年
度
の
冬

季
の
競
技
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
、
ス
キ
ー

（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）

に
お
け
る
、
本
校
の

活
動
・
活
躍
を
紹
介

し
ま
す
。
三
春
響
希

さ
ん
（
２
年
）
は
、

県
大
会
と
東
北
大
会

で
活
躍
。
県
選
出
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
１

月
中
旬
に
苫
小
牧
で
開
か
れ
た

全
国
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
全
国

の
壁
は
厚
く
、
初
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
健
闘
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
で
は
、
山
下
希
風
さ
ん

（
２
年
）
が
東
北
・
全
国
大
会

冬季競技で大活躍

出
場
、
山
谷
琉
斗
さ
ん
（
同
）

が
東
北
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
東
北
大
会
は

１
月
下
旬
に
秋
田
県
た
ざ
わ
湖

ス
キ
ー
場
で
、
全
国
大
会
は
２

月
上
旬
に
長
野
県
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
で
40
回
目
の
開
催
と
な

る
村
地
域
子
ど
も
読
書
会
が
、

１
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
と
繋
が
り
を
持
つ
行
事
を

40
年
続
け
て
い
る
高
校
は
他
に

類
を
見
ず
、
本
校
を
誇
る
伝
統

行
事
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
日
ま
で
継
続
で
き
た
の

中
田　

道
子

村
地
域
子
ど
も
読
書
会

も
、
地
域
の
人
々
の
長
き
に
わ

た
る
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

高
校
生
も
読
み
聞
か
せ
を
し

て
も
ら
っ
た
子
ど
も
の
一
人
で

す
。
今
度
は
自
分
た
ち
が
、
小

学
生
を
楽
し
ま
せ
る
番
だ
と
い

う
思
い
で
、
夏
か
ら
読
み
聞
か

せ
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
各

会
場
の
写
真
か
ら
は
、
小
学
生

の
真
剣
に
紙
芝
居
を
見
る
様
子

や
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
姿
ば
か
り

で
、
高
校
生
の
励
み
に
も
な
る

ひ
と
と
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
と
高
校
生
を

繋
ぎ
未
来
へ
と
発
展
す
る
取
り

組
み
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

右から山谷選手、山下選手、三春選手

児童に紙芝居を朗読する生徒

　スマートフォンの普及、
自動運転技術の進歩、そし
て起こるある「事件」。人
類は本当に人工知能を制御
できるのか？AI世代の青年
の成長とともに、人工知能
のリアルを描く、未来予測
型エンターテイメント！

人工知能
幸田 真音 著／PHP研究所

落花
澤田 瞳子 著／中央公論新社

　「語
ご い
彙は人なり」という

ことを、時々感じます。そ
の人がどんな「語彙」を使
って話しているのかに、そ
の人の人となりが表れる。
ですから社会人にふさわし
い語彙を身につけていくこ
とが必要です。（文中より）

時は937年。己の音楽を
極めんと、幻の師を追い、
京から東国へ下った仁和寺
の梵唄僧・寛朝。そこで彼
は、荒ぶる地の化身のよう
なもののふ・平将門と出会
う。やがて戦国時代の「音」
が何もかも隔たった二人を
強く結びつけていく。

　僕のおばあちゃんの家
は、山の中だ。山の中で
は人間はちっぽけになる
んだって。生きるために
食べるのは、動物も一緒
だって。「おたがいさ
ま」おばあちゃんは笑っ
ている。でも…。

だいじょうぶじゃない
松田 もとこ 作／ポプラ社

大人のにほんご事典
齋藤 孝 著／海竜社

　

両
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）
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２
月
に
入
り
、
一
番
寒
い
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
冬
場
の
健
康
管
理
で
気

を
つ
け
た
い
こ
と
と
し
て
、
主
に
挙
げ

ら
れ
る
の
は
次
の
３
つ
で
す
。

1
季
節
性
の
感
染
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
）

2
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
・
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
）

3
血
行
障
害
（
脳
卒
中・心
筋
梗
塞
な
ど
）

　　

村
内
で
は
、
昨
年
末
に
保
育
園
や
学

校
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
兆
し
が

あ
り
、
現
在
も
感
染
す
る
人
が
途
切
れ

な
い
状
況
で
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
外

の
寒
さ
と
家
の
中
の
暖
か
さ
の
温
度
差

も
あ
り
、
体
調
管
理
が
難
し
い
季
節
で

す
。
そ
ん
な
冬
で
も
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

■
体
を
温
め
て
免
疫
力
を
高
め
よ
う

　
免
疫
力
と
は
、
体
に
備
わ
っ
て
い
る
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
力
の
こ
と
で

す
。
体
温
を
上
げ
る
こ
と
で
、
免
疫
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
食
事
・
睡
眠
・
運
動
な
ど
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
基
本
で

寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切
ろ
う
！

す
。
冬
場
は
毎
日
お
風
呂
に
浸
か
っ
て
、

温
か
い
も
の
を
食
べ
、
し
っ
か
り
体
を

温
め
ま
し
ょ
う
。

■
感
染
を
予
防
し
よ
う

　

感
染
の
３
原
則
、
①
感
染
源
、
②
感

染
経
路
、
③
感
染
感
受
性
の
あ
る
人
―

こ
れ
を
遮
断
す
る
こ
と
で
感
染
を
予
防

で
き
ま
す
。

1
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
源
に
触
れ
な

い
た
め
、
消
毒
や
手
洗
い
な
ど
を
徹
底

す
る
。

2
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
人
ご
み
に
行

か
な
い
。
感
染
者
と
接
触
し
な
い
、
自

分
が
感
染
し
た
と
き
に
は
外
に
出
な
い
・

人
に
会
わ
な
い
。

3
免
疫
力
を
高
め
る
な
ど
、
自
身
の
健

康
管
理
。

■
寒
暖
差
に
気
を
付
け
よ
う

　

暖
か
い
室
内
か
ら
急
に
寒
い
所
に
出

た
時
や
、
入
浴
時
の
脱
衣
所
や
お
風
呂

に
入
っ
た
時
の
温
度
差
に
よ
り
、
血
圧

が
急
激
に
変
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
る
の

で
、
温
度
差
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
中
山　
明
日
香
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
こ
の

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
の
医
療
給
付
の
財
源
と

な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
健
全

な
運
営
の
た
め
、
保
険
料
は
納
期
内
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
納
付
が
困
難
な
と
き
は
相
談
を

　

事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
役
場
税
務
会
計
課
に
相

談
く
だ
さ
い
。
来
庁
が
困
難
な
人
は
電

話
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
保
険
料
の
確
保
の
た

め
、
滞
納
保
険
料
の
徴
収
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
徴
収
担
当
の
村
職
員
が
納

付
の
お
願
い
に
訪
問
し
た
と
き
に
は
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

訪
問
す
る
村
職
員
は
必
ず
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
、
保
険
料
の
支
払
い
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
金
融
機
関
の
現
金
自
動
預
払
機
）

は
使
用
し
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
な
ど

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
督
促
状
が
送
付
さ

れ
る
と
督
促
手
数
料
を
加
え
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

公
平
性
を
保
つ
た
め
延
滞
金
も
発
生
し
、

こ
れ
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞
納

し
納
付
相
談
に
も
応
じ
な
い
人
に
対
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
取
り
ま
す
。

○
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

　

有
効
期
間
の
短
い
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

○
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付

　

特
別
な
事
情
が
な
く
１
年
以
上
滞
納

し
て
い
る
人
は
、
被
保
険
者
証
を
返
還

し
て
い
た
だ
き
、
代
わ
り
に
被
保
険
者

資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
診
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
て
自

分
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

○
医
療
給
付
の
制
限

　

特
別
な
事
情
が
な
く
、
さ
ら
に
保
険

料
の
滞
納
が
続
く
と
、
医
療
給
付
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
滞
納
処
分

　

保
険
料
を
納
付
す
る
意
思
が
な
い
場

合
や
納
付
相
談
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
法
令
に
基
づ
く
滞
納

処
分
と
し
て
、
預
貯
金
・
給
料
・
不
動

産
な
ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
公
売

手
続
き
な
ど
の
処
分
を
行
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
高
齢
保
険
料
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村内の火災・救急（12月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 3 件 －２件
救 急 24 件 282 件 － 22 件

火
災
予
防
の
注
意
点
を
確
認

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
・
安
全
に

利
用
す
る
た
め
に

①
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
入
れ
、
Ｏ
Ｓ

や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
な
ど
は
常
に
最
新
の
状
態
に

更
新
し
ま
し
ょ
う
。

②
事
業
者
を
装
っ
た
偽
の
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
に
よ
る
ス
ミ
ッ
シ
ン
グ
（
メ
ー

ル
な
ど
を
利
用
し
て
、受
信
者
を
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る
手
口
）
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
の
送

信
元
や
接
続
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
確
認
し
、
安

易
に
情
報
を
入
力
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

③
心
当
た
り
の
な
い
送
信
者
か
ら
の

メ
ー
ル
や
怪
し
げ
な
件
名
で
送
ら
れ
て

き
た
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
や
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
不
本
意
に
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス

ワ
ー
ド
を
し
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ス
ワ
ー
ド
は
推
察
さ
れ
に
く
い
も
の

を
選
び
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
で
使
い
ま

わ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
実
在
す
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ

イ
ト
に
似
せ
た
り
、
連
絡
先
を
偽
っ
た

村内の交通事故（12月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 2 件 －２件
物損事故 11 件 77 件 ＋６件
負 傷 者 0 人 2 人 －２人
死 亡 者 0 人 0 人 －１人
飲酒運転
検 挙 者 1 人 1 人 ＋１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 599日
（12月31日現在）

「
偽
サ
イ
ト
」
が
ま
ん
延
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
時
に
は
、
振
込
口
座
情
報
な

ど
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
信
頼
の
で

き
る
サ
イ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
万
が
一
の
デ
ー
タ
の
破
損
に
備
え
て
、

定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

■
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り

　

個
人
の
財
産
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
企

業
の
営
業
秘
密
や
顧
客
情
報
を
狙
っ
た

サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
一
人
一

人
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
や
モ
ラ

ル
を
向
上
さ
せ
、「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
強

い
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

に
は
、
再
交
付
申
請
書
に
よ
る
手
続
き

の
ほ
か
、
電
話
で
も
再
交
付
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
元
に
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
ご
準
備
の
上
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
再
交
付
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・

05
・
１
１
６
５
）
ま
た
は
、
二
戸
年
金

事
務
所
（
☎
23
・
４
１
１
１
）

　

年
金
受
給
者
に
は
、
令
和
2
年
1
月

中
旬
よ
り
「
令
和
1
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
前
年
所
得
に
よ
っ

て
、
納
付
す
る
税
額
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
た
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
無
く
さ
ず
に
確
定
申
告
な
ど
に

活
用
く
だ
さ
い
。
も
し
紛
失
し
た
場
合

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
を
送
付

◎
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
３
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。火
災
予
防
の
た
め
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
せ
ず
、
た
ば
こ
の
火
は
し
っ

か
り
と
消
す
。

⃝

ス
ト
ー
ブ
付
近
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
ず
、
給
油
す
る
時

は
火
を
消
す
。

⃝

料
理
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

⃝

家
の
周
り
を
整
理
整
頓
し
、放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

⃝

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
安
心
・
安
全
に
利
用
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

  防災行政無線
情報伝達訓練

　地震や津波、武力攻撃などの発
生時に備え、次のとおり情報伝達
訓練を行います。この訓練は、全
国瞬時警報システム（Ｊアラート）
を使った訓練です。
■日時　２月19日（水）
　　　　午前11時頃
■放送内容　村内の防災行政無線
から、一斉に放送されます。
①【上りチャイム音】
②「これは、Ｊアラートのテスト
です」（３回繰り返し）
③「こちらは、防災九戸村です」
④【下りチャイム音】
■問い合わせ
　総務企画課庶務財政班（☎42-
2111内線173）

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ２月３日㊊ ２月４日㊋ ２月10日㊊
空 き 缶 ２月17日㊊ ２月25日㊋ ２月26日㊌
粗 大 ご み ２月18日㊋
紙・プラ類 ２月13日㊍ ２月19日㊌ ２月27日㊍

ごみ収集日 ２月

  参加しませんか？
権利擁護セミナー

　認知症や障がいなどにより支援
を必要とする人の、権利擁護や成
年後見制度について、わかりやす
く紹介するセミナーを開催します。
■日時　２月13日（木）　午後1
時30分～午後4時20分
■場所　二戸市シビックセンター
1階ホール
■内容　①講演「自分らしい締め
くくりを！～意思決定支援を実現
する実践から～」②演劇で知る青
年後見制度「友蔵人生の集大成～
おらの想いを受け止めて～」
■問い合わせ　ＮＰＯ法人カシオ
ペア権利擁護支援センター（☎43-
3042）

  県民の森行事
木工教室開催

　県民の森で、木工教室を開催し
ます。文字盤が十二支、振り子に
フクロウがとまっている「十二支
振子時計」を作ります。
■日時　２月22日（土）
　　　　午前９時～午後３時30分
■場所　県民の森　木材工芸セン
ター
■費用　5,000円
　　　　（着色料別途1,000円）
■定員　10人（要予約）
■持ち物　昼食、飲み物、ゴム手
袋（着色する場合）など
■申し込み・問い合わせ
　森林ふれあい学習館フォレスト i
（☎78-2092）

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

２ ９ よこもり眼科クリニック 22-2230 ２ ９ こしみず歯科クリニック 33-4618

11 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 11 菅歯科 23-5161

16 かわさきクリニック 26-9900 16 森川歯科医院 23-6361

23 いちのへ内科クリニック 33-2701 23 沢藤歯科医院 25-4002

24 松井内科医院 33-2201 24 窪島歯科医院 23-2425

３ １ 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 ３ １ 國香歯科医院（石切所）23-2764

  陸自岩手駐屯地
定期演奏会開催

　岩手駐屯地では、第34回陸上自
衛隊岩手駐屯地定期演奏会を開催
します。
■日時　３月15日（日）
●開場：午後２時15分
●開演：午後３時
■場所　盛岡市民文化ホール（マ
リオス）大ホール
■費用　入場無料、会場にて入場
整理券を配布します。
■出演　岩手駐屯地音楽隊・巌鷲
太鼓部・さんさ踊り部、第９音楽
隊（青森市・友情出演）、秋田駐屯
地音楽隊（友情出演）など
■問い合わせ
　陸上自衛隊岩手駐屯地司令業務
室（☎019-688-4311内線256）
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人のうごき人のうごき
（令和２年１月1日現在）

●人　口　　５，７０６ 人  　（－５）

　　男　　　２，７３６ 人　   （－３）

　　女　　　２，９７０ 人     （－２）

●世帯数　　２，１７６世帯　　 （＋２）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　７ 人  　（９８人）

　 転　 出 　　 　５ 人  （１２１人）

　 出　 生　　 　　０ 人  　（２６人）

　 死　 亡　　　 　７ 人  　（９９人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆数年ぶりに初詣に行き、おみくじ
を引きました。結果は「小吉」。平凡
な結果となってしまいました。◆こ
れからは運気が上がると信じて、過
ごしていきたいと思います。（前川）

  がん検診など
申込案内配布
令和２年度のがん検診、１日人

間ドックの申し込みの時期となり
ました。
　日程や料金などの詳細、申し込
み方法についての案内は、２月中
旬に各世帯に配布となります。ま
た、１日人間ドック無料の対象者
には、個別で通知を郵送しますの
で、確認してください。
　なお、案内と申込書が配布となっ
てから申込受付を開始します。申
込期限を確認し、早めの申し込み
をお願いします。
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班（☎42-2111内線123）

募集しています
村の育英奨学生

■応募資格　
　村内に住所のある保護者の子ど
もで、高等学校、大学などの入学
や進級するための学費などの支払
いに、奨学金の付与がなければ就
学困難な人。
■奨学金月額
①高等学校など　15,000円以内
②高等専門学校など　30,000円以内
③大学など　40,000円以内
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会事務局教育総務班（☎
42-2111内線333）

村内の小学校
34人入学予定

　村立小学校の入学予定者数は次
のとおりです。
■小学校別入学予定者数　
●伊保内小学校　13人
●長興寺小学校　８人
●戸田小学校　3人
●山根小学校　2人
●江刺家小学校　８人　合計34人
※入学予定者は、令和 2 年 4 月
１日時点で満６歳の児童で、令和
２年１月６日時点の人数です。ま
た、次の事項に該当する場合は、
教育委員会事務局教育総務班まで
問い合わせてください。
①入学予定者の住所異動が今年３
月までにある。
②入学予定者の保護者で確認した
いことがある。
■問い合わせ
　教育委員会事務局教育総務班（☎
42-2111内線302・333）

  村外に在住の人へ
広報くのへを郵送

　村外に住んでいて「広報くのへ」
の郵送を希望する人に、毎月広報
紙の送付を行っています。
■申込方法　郵送先の住所と氏名
を明記の上、140円切手12枚を添
えて、九戸村役場総務企画課広報
担当（〒028-6502岩手県九戸郡
九戸村大字伊保内10-11-6）へ持参、
または郵送してください。
■申込締切　３月６日（金）
■申し込み・問い合わせ 総務企
画課庶務財政班（☎42-2111内線
167）
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生徒が作製した紙芝居で「妻ノ神の河童」を朗読（街の駅「まさざね館」）

トランプをして交流を深める（江刺家ふるさとセンター）児童たちは生徒の朗読に耳を傾けていました

2020

　

１
月
10
日
、
村
公
民
館
や
江
刺

家
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
折
爪
荘
な
ど
村
内

11
会
場
で
、
村
地
域
子
ど
も
読
書

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
伊
保
内
高

校
の
生
徒
71
人
が
５
～
８
人
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
各
会
場
で
読
み

聞
か
せ
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
絵
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
村

公
民
館
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
童
話

「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」、
ま
さ
ざ
ね

館
で
は
、
本
村
で
伝
承
さ
れ
る
民

話
「
妻
ノ
神
の
河か

っ
ぱ童
」
な
ど
の
読

み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
は
、
ゆ
っ
く
り
と
元
気
よ
く
朗

読
し
、
児
童
や
地
域
住
民
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
江
刺
家
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
で
は
、
か
る
た
や
ト
ラ
ン
プ

と
い
っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ

ん
け
ん
列
車
を
し
て
交
流
。
生
徒

が
児
童
の
輪
に
入
り
、
ふ
れ
あ
い

ま
し
た
。

　

伊
保
内
高
校
２
年
の
山
下
真
央

さ
ん
と
小
松
大
希
さ
ん
は
、「
子
ど

も
た
ち
が
活
気
よ
く
遊
ん
で
く
れ

て
良
か
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

地
域
子
ど
も
読
書
会

読
書
会
で
広
げ
よ
う

読
書
会
で
広
げ
よ
う

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

人形劇で読み聞かせる生徒（村公民館）




